
　

新
し
い
春　
芸
文
協
は
が
ん
ば
る

　

あ
の
寒
さ
と
意
外
に
雪
が
多
か
っ
た
こ
の
冬
も
、

３
月
を
迎
え
急
に
春
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和

４
年
３
月
、
卒
業
の
季
節
を
経
て
、
間
も
な
く
、
桜

の
花
の
咲
く
こ
ろ
に
な
る
と
、
希
望
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま
で
、
入
園
・
入
学
の
季
節
が

や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
の
勢
い

は
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
、
当
市
に
お
い
て
も
施
設
の
利

用
が
一
時
止
め
ら
れ
る
な
ど
、
マ
ス
ク
も
外
せ
な
い

毎
日
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
折
角
の
晴
れ
の
式
典
に

家
族
の
出
席
も
制
限
さ
れ
る
な
ど
残
念
な
状
況
も
心

配
さ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
ど
も
の
芸
文
協
は
昨
年
、
２
年
ぶ
り
に

文
化
祭
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
開
催
に
あ
た
り
、

「
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
」
で
開
催
は
大
丈
夫
な
の
か

と
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
会
場
の
ゆ
め

は
っ
と
の
担
当
者
か
ら
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
懇
切

な
る
ご
指
導
の
下
、
わ
れ
わ
れ
も
役
員
・
会
員
一
同

防
災
対
策
を
し
、
無
事
、
大
過
な
く
開
催
で
き
ま
し

た
。
た
だ
た
だ
安
心
い
た
し
ま
し
た
。

　

年
度
が
明
け
て　

新
た
な
事
業
計
画
、
事
業
の
実

施
に
は
、
そ
れ
に
伴
う
会
議
の
開
催
な
ど
に
お
い
て

課
題
の
山
積
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
状
況
下
、
そ

の
準
備
を
し
な
け
れ
ば
と
思
い
な
が
ら
、
一
抹
の
不

安
は
残
り
ま
す
。

　

報
道
で
見
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
と
、
感
染

は
高
止
ま
り
と
い
わ
れ
る
一
方
、
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
役
員
・
会
員
の

協
力
に
よ
り
会
を
盛
り
上
げ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

さ
ま
の
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

芸
文
協
会
長
　
渡
部

紀
佐
夫
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◇
海
岸
線
同
人
会

　

�　
『
海
岸
線
』と
い
う
総
合
文
芸
誌
を
発
行

す
る
地
元
で
は
数
少
な
い
会
で
す
。
会
員

が
も
っ
と
増
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。
皆
さ

ん
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

▽
℡
０
２
４
４

－

２
３

－
４
６
７
８

◇
南
相
馬
市
原
町
俳
句
連
盟

　

�　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク「
五
輪
か
ら
共
生
へ
」の

大
会
は
、
延
期
は
さ
れ
た
が
大
過
な
く
終

り
、
福
島
の
今
を
発
信
で
き
た
の
は
何
よ

り
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
6
波

も
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
。
本
会
は
、
年

中
行
事
が
す
べ
て
中
止
の
状
態
で
し
た

が
、
今
年
は
明
る
い
兆
し
見
え
始
め
、
こ

の
地
な
ら
で
は
の
句
を
詠
む
べ
く
努
め
た

い
も
の
で
す
。

　

・
日
帰
り
吟
行
会　

５
、
６
月
頃　

相
双

地
区
内
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

・
け
や
き
・
土
筆
・
寒
梅
・
ひ
ょ
ん
の
木
・

ま
ど
ゐ
の
各
吟
社
が
あ
り
ま
す
。

　
　

▽
℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
８
３
５

（
石
橋
林
石
）

◇
原
町
短
歌
会

　

�　

ア
ラ
ラ
ギ
派
の
短
歌
会
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
す
。

　
　

▽
℡
０
２
４
４

－

２
２

－

４
４
２
８

◇
は
ら
ま
ち
史
談
会

　

�　

郷
土
の
歴
史
ほ
か
、
興
味
の
あ
る
テ
ー

マ
に
つ
い
て
話
題
に
し
、
博
物
館
や
史
跡

を
見
学
し
た
り
、
文
書
を
読
ん
だ
り
し
ま

す
。
身
近
な
地
域
に
資
料
を
集
め
て
研
修

し
ま
す
。
博
物
館
の
収
蔵
資
料
も
覗
い
て

み
ま
す
。

　
　

▽
℡
０
２
４
４

－

２
３

－

４
６
７
８

◇
鶴
林
書
道
会

　

�　

本
会
は
、煌
心
書
道
会
の
支
部
を
兼
ね
、

月
例
会
や
会
報
発
行
等
に
よ
り
鍛
錬
に
励

ん
で
い
ま
す
。

　

�　

煌
心
誌
は
楷
書
、
行
書
、
草
書
を
初
め
、

条
幅
や「
か
な
」、
一
字
書
な
ど
幅
広
い
課

題
を
自
由
に
選
択
で
き
る
た
め
、
毎
月
の

配
本
が
楽
し
み
で
あ
り
、
書
道
に
対
す
る

意
欲
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

▽
原
町
区
深
野
字
塩
塚
80

　
　

℡
０
９
０

－

５
３
５
８

－

２
３
５
１

◇
幽
美
会

　

�　

書
道
の
会
で
す
。
今
年
度
の
上
半
期
予

定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・
学
習
会　

４
月
～
１
月

　
　

毎
月
１
回
第
２
月
曜
日　

10
時
～

　
　

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

和
室

　

・
錬
成
会
へ
の
参
加

　

・
幽
美
会
書
展（
10
月
）へ
の
準
備

　

・
市
、
県
美
展
へ
の
出
品
参
加
の
推
進

　

・
各
種
展
覧
会
へ
の
積
極
的
な
出
品
参
加

並
び
に
参
観
・
会
員
拡
大

　

・
交
流
会
及
び
懇
親
会
の
開
催

　

▽
原
町
区
大
木
戸
字
松
島
１
１
５

－

34

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
２

－

４
３
７
５（

佐
藤
）

◇
ニ
ュ
ー
ア
ー
ト
サ
ウ
ン
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　
�　

本
会
は
、
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
で
、
県
内
外
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

�　

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
と
し
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
が
、
最
近
は
、
コ
ロ
ナ
の

た
め
、
錬
習
も
発
表
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況

で
す
。
今
年
こ
そ
は
、と
考
え
て
い
ま
す
。

　

・
に
じ
を
つ
な
ぐ
～
友
・
有
・
悠
～

　
　

５
月

　

・
音
楽
仲
間
の
つ
ど
い　

６
月

　

・
定
禅
寺
ス
ト
リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル　

９
月

　

▽
℡
０
９
０

－

８
７
８
８

－

７
６
２
９

◇
原
町
謡
曲
同
好
会

　①
原
町
宝
生
会

�　

�　

二
年
以
上
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

当
会
の
活
動
も
停
滞
し
、
発
表
す
る
機
会

も
少
な
く
な
り
、
稽
古
に
も
身
が
入
ら
な

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

�　

そ
の
中
で
も
、
一
昨
年
は
2
月
に
謡
初

会
を
森
の
湯
で
行
い
、
昨
年
に
は
10
月
に

新
地
の
観
海
ホ
ー
ル
、
11
月
に
は
芸
文
協

発
表
会
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

�　

ま
ず
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
が
早
期
に
終
息

し
、
マ
ス
ク
無
し
で
伸
び
の
び
と
発
声
で

き
る
こ
と
を
懇
願
し
て
お
り
ま
す
。

　

▽
原
町
区
橋
本
町
1

－

１
０
７

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

２
６
０
３

　②
観
世
流
励
諷
会

�　

�　

今
年
度
上
半
期
の
予
定
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

・
毎
週
土
曜
日
14
時
か
ら
素
謡
と
仕
舞
の

稽
古

　
　

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

・
観
桜
会　

素
謡
と
仕
舞

　
　

４
月
17
日
㈯　

13
時

　
　

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

・
ゆ
か
た
会　

素
謡
と
仕
舞　

８
月

　
　

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

◎
見
学
は
い
つ
で
も
可
能
で
す

　

▽
℡
０
９
０

－

６
２
５
７

－

０
６
６
１

［
令
和
４
年
度　

各
団
体
の
紹
介
］

　

Ａ
タ
イ
プ
（
４
～
９
月
の
計
画
）
ま
た
は
Ｂ
タ
イ
プ

（
本
年
度
の
抱
負
）
で
紹
介
し
ま
す
。
末
尾
の
▽
は
、
お

問
合
せ
先
（
住
所
・
電
話
番
号
）
で
す
。

文
芸
・
研
究
部
門

美
術
部
門

音
楽
・
演
劇
部
門



　
・
初
心
者
歓
迎
で
す
。
男
女
年
齢
問
わ
ず
。

　

・
練
習
風
景
見
学
で
き
ま
す
。

　

▽
℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
２
１
６

◇
新
日
本
舞
踊
　
村
井
流
　
竜
優
季
会

　

４
月　

新
曲
振
付
け
発
表
会　

市
施
設

　
　
　
　

村
井
流
発
表
会　
　
　

相
馬
市

　

６
月　

特
老
施
設
訪
問

　

８
月　

特
老
施
設
訪
問

　

９
月　

特
老
施
設
訪
問

　

�　

明
る
く
楽
し
く
、
和
や
か
に
、
豊
か
に

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
舞
踊
を
通
し
て
価

値
あ
る
人
生
、
社
会
文
化
の
向
上
に
貢
献

で
き
れ
ば
と
精
励
し
て
お
り
ま
す
。

　

▽
稽
古
場　
「
修
道
館
」

　
　

原
町
区
大
木
戸
字
金
場
１
４
８

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

６
７
１
１

◇
日
本
舞
踊
華
仙
流
　
鈴
寿
輔
会

　

�　

個
人
レ
ッ
ス
ン
が
中
心
で
す
が
、
会
員

一
同
楽
し
く
日
舞
を
学
ん
で
お
り
ま
す
。

　

�　

４
月
よ
り
練
習
も
再
開
し
、
6
月
19
日

（
日
）に
実
施
予
定
の
発
表
会「
第
13
回
華

乃
舞
」に
向
け
て
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

　
�　

皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
よ
う

会
員
一
同
鍛
練
し
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

▽
原
町
区
青
葉
町
二
丁
目
92

－

２

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

３
３
７
９

◇
新
日
本
舞
踊
　
村
井
流
　
竜
美
香
会

　

�　

今
年
度
上
半
期
の
予
定
は
次
の
と
お
り

で
す
。
稽
古
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

・
相
馬
村
井
流
発
表
会　

4
月
24
日（
日
）

　

▽
原
町
区
栄
町
3

－

97

　
　

℡
０
９
０

－

６
６
８
３

－

７
３
２
６

◇
日
本
舞
踊
・
歌
謡
舞
踊
小
藤
流
　
晶
の
会

　

�　

本
会
は
、
小
藤
流
の
う
ち
の
一
つ
の
会
で

す
。
上
半
期
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

・
小
藤
流
本
部「
春
の
お
ど
り
」参
加

　
　

４
月
24
日（
日
）

　

�　

な
お
、
秋
の
芸
文
協
文
化
祭
に
参
加
予

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
年
は
秋
に
も
展

示
会
を
行
い
ま
す
。

　

�　

暗
い
話
題
が
多
い
こ
の
頃
で
す
が
、

ホ
ッ
ト
な
話
題
を
一
つ
。
…
わ
が
家
の
玄

関
の
ひ
さ
し
の
桁
に
、
2
月
下
旬
か
ら
夕

方
6
時
頃
キ
ビ
タ
キ
が
寝
ぐ
ら
求
め
て

や
っ
て
き
ま
し
た
。
翌
朝
6
時
頃
出
か
け

て
ま
た
夕
方
戻
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

わ
が
家
の
福
の
神
だ
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

▽
℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
０
４
８

（
会
長　

遠
藤
礥
一
）

定
で
す
。

　

▽
原
町
区
大
原
字
舘
沼
１
３
１

　
　

℡
０
８
０

－

６
０
２
２

－

３
３
９
４

◇
原
町
区
華
道
連
合
会

　

�　

華
道
５
流
派
よ
り
成
る
会
で
す
。
5
流

派
と
は
、
草
月
流
・
未
生
流
福
島
未
生
会
・

華
道
家
元　

池
坊
原
町
会
・
原
町
龍
生
会
・

小
原
流
の
５
つ
で
す
。

　

�　

今
年
度
上
半
期
の
行
事
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

・
こ
ど
も
い
け
ば
な
教
室

　

�　

日
本
の
伝
統
文
化
に
対
す
る
関
心
や
理

解
を　

深
め
る
目
的
で
、
今
年
も
開
催
い

た
し
ま
す
。

　
　

対
象
者　

市
内
小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生

　
　

場
所　

原
町
区
内
各
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　

申
込
み　

５
月
、
教
室　

６
月
～
来
年
３
月

　

・
銘
醸
館
い
け
ば
な
協
力　

４
月
～

　

・
原
町
区
華
道
連
合
会　

総
会　

５
月

　
　

▽
℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
６
０
７

（
会
長
）

◇
大
日
本
茶
道
協
会
　
原
町
支
部

　

�　

コ
ロ
ナ
の
た
め
、
昨
年
文
化
祭
に
は
お

茶
席
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
年
は
、
皆
さ
ま
に
ご
披
露
で
き
る

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

・
総
会　

5
月
予
定

　

・
春
季
練
成
大
会　

６
月
予
定

　

・
昇
伝
審
査
会　

9
月
予
定

　

▽
原
町
区
栄
町
3

－

１
３
０

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
２

－

４
２
０
４

◇
原
町
山
草
会

　

�　

本
会
の
春
の
展
示
会
は
、
4
月
28
日
～

29
日
道
の
駅
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

�　

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、
昨
年
は
行
事
が
で

◇
芸
文
協
っ
て
何
？

　

南
相
馬
市
内
の
文
化
団
体
連
合
体
が
、
南
相
馬

市
芸
術
文
化
協
会
で
す
。
芸
文
協
は
、
芸
術
文
化

協
会
の
略
称
で
、
小
高
区
、
鹿
島
区
、
原
町
区
に

そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
原
町
区
芸
文
協
は
、
南
相
馬
市
か
ら
補
助

金
の
支
援
を
受
け
つ
つ
、会
費
を
集
め
て
、こ
の「
芸

文
協
だ
よ
り
」「
会
報
」の
発
行
や「
文
化
祭
」（
合

同
発
表
会
）開
催
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
で
、
団
体
数
・
会
員
数
も
半
減
し
、

そ
の
後
も
減
少
が
進
み
、
高
齢
化
が
進
ん
で
き
た

と
こ
ろ
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
、
開
催
場

所
に
も
こ
と
欠
き
、
活
動
が
窮
屈
に
な
り
ま
し
た
。

◇
文
化
活
動
の
意
味
っ
て
？

　

最
近
、
文
化
活
動
は
単
な
る
趣
味
で
は
な
く
生
き

が
い
で
あ
り
、
人
と
人
を
結
ぶ
絆
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
よ
り
よ
く
生
き
、
人
と
潤
い
を
分
か
ち
合
い
、

人
の
心
を
癒
し
、
自
分
も
癒
さ
れ
る
、
が
ん
ば
る
も

と
で
す
。
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
終
息
は
延
び
の
び
で
す
が
、

耐
え
て
い
ま
す
。
気
持
ち
の
一
端
は
、
上
記
の
文
中

に
垣
間
見
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◇
文
化
活
動
を
守
る
た
め
に

　

文
化
活
動
を
守
り
育
て
る
た
め
に
は
、
会
員
の

数
が
増
え
、
若
返
り
続
け
る
こ
と
で
す
。
若
い
世

代
の
方
々
の
参
加
、
あ
る
い
は
、
若
い
方
々
の
団

体
の
芸
文
協
加
入
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
今
回
、
原
稿
が
間
に
合
わ
な
い
場

合
は
、
昨
年
ま
で
の
情
報
な
ど
に
よ

り
、
事
務
局
が
概
要
を
ま
と
め
ま
し

た
。
詳
細
は
、
問
合
せ
先
に
ど
う
ぞ
。

【
芸
文
協
で
す

今
年
も
よ
ろ
し
く
】

◇
野
馬
追
相
撲
甚
句
会

　

�　

大
相
撲
で
は
昔
か
ら
相
撲
甚
句
が
唄
わ

れ
ま
し
た
。
私
ど
も
は
、
こ
の
歴
史
あ
る

唄
を
受
け
継
ぎ
毎
年
３
月
東
京
の
発
表
会

に
参
加
し
４
月
以
降
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
招
か
れ
て
出
演
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
第
２
・
４
木
曜
日
に
高
平
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
定
例
会（
練
習
）を
実
施
し

て
い
ま
す
。
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
い

つ
で
も
お
出
で
く
だ
さ
い
。

　

▽
℡
０
２
４
４

－

２
２

－

７
０
５
５

◇
原
町
女
声
合
唱
団

　

�　

私
た
ち
原
町
女
声
合
唱
団
は
、
今
年
創

立
47
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
こ
2
年
は
コ

ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
思
う
よ
う
な
活

動
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
皆
で
顔
を

合
わ
せ
心
を
合
わ
せ
て
創
る
ハ
ー
モ
ニ
ー

は
最
高
で
す
。
二
本
松
先
生
の
楽
し
い
ご

指
導
の
下
こ
れ
か
ら
も
歌
っ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

▽
℡
０
２
４
４

－

３
６

－

５
８
９
６（

荒
川
）

◇
原
町
メ
ン
ネ
ル
・
コ
ー
ル

　

・
サ
ロ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
２

　
　

開
催
日
等
詳
細
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
状
況
に
よ
り

ま
す
。

　

・
第
22
回
そ
う
ま
地
方
合
唱
を
楽
し
む
会

合
同
発
表
会

　
　

９
月
４
日
㈰　

さ
く
ら
ホ
ー
ル

　

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

株
の
状
況
に
よ
り
、
延
期
も
し
く
は
中

止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

▽
原
町
区
三
島
町
２

－

１
０
１

－

２

　
　

℡
０
２
４
４

－

２
３

－

５
４
３
２

◇
全
日
本
演
歌
連
盟
　
原
町
信
和
会

　

�　

結
成
35
年
。会
員
9
名
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、主
に
24
時
間
テ
レ
ビ
、老
人
ホ
ー

ム
等
の
慰
問
活
動
を
し
ま
し
た
。
令
和
4

年
度
も
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
歌
い
ま
す
。

　

�　

今
年
度
は
、
会
員
３
名
募
集
し
ま
す
。

演
歌
専
門
で
す
。

　

▽
℡
０
９
０

－

２
０
２
７

－

３
４
３
２

◇
原
町
ひ
ば
り
ハ
ー
モ
ニ
カ
愛
好
会

　

�　

わ
が
会
は
、
会
員
相
互
に
協
力
し
合
い

素
晴
ら
し
い
音
色
を
奏
で
る
べ
く
練
習
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
に

興
味
を
あ
る
方
、
私
た
ち
と
音
の
楽
し
み

を
共
有
し
ま
せ
ん
か
？

　
�　

童
謡
・
唱
歌
や
懐
か
し
い
曲
等
幼
い
頃

や
若
か
っ
た
頃
を
想
い
出
す
べ
く
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
ま
す
。

初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
。

　

▽
相
馬
市
中
村
字
笹
川
41

－

19

　
　

℡
０
９
０

－

４
５
５
４

－

３
９
９
８

（
安
倍　

毅
）

◇
横
山
慶
子
舞
踊
学
園
原
町
ス
タ
ジ
オ

　

�　

創
立
66
周
年
を
迎
え
た
当
舞
踊
学
園

は
、
舞
踊
を
通
し
情
操
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
洋
舞
を
楽
し

く
レ
ッ
ス
ン
し
て
お
り
ま
す
。

　

�　

そ
の
中
の
ひ
と
つ
原
町
ス
タ
ジ
オ
は
、

バ
レ
エ
を
中
心
に
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
な
ど

の
洋
舞
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

▽
℡
０
９
０

－

７
６
６
２

－

１
４
４
０

（
郡　

眞
由
美
）

◇
静
山
流
詩
舞
亮
静
会
　

　

�　

詩
舞
は
、詩
吟
な
ど
に
よ
り
舞
う
舞
で
、

剣
舞
の
流
れ
を
受
け
継
ぎ
ま
す
。
本
会
は

そ
の
よ
う
な
会
の
一
つ
で
す
。

　

・
定
期
稽
古　

毎
週
月　

午
後
7
時

　
　

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

・
施
設
慰
問　

年
１
回

舞
踊
部
門

生
活
文
化
部
門


